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町
の
盛
衰
を
眺
め
て
き
た 

 

明
治
二
十
四
（
一
八
九
一

九
）年
六
月
に
開
園
し
た
愛
宕
山

の
「
浦
賀
園
」
は
横
須
賀
で
最
も

古
い
公
園
で
、
平
成
二
十
三
年
に

は
開
園
百
二
十
年
を
迎
え
ま

す
。 桜

、
ツ
ツ
ジ
を
は
じ
め
と
し
て

樹
木
の
種
類
も
多
く
、
野
鳥
も

た
く
さ
ん
い
て
、
森
林
浴
や
バ
ー

ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
も
楽
し
め
ま

す
。
ま
た
、
浦
賀
湾
、
船
の
行
き

交
う
浦
賀
水
道
、
遠
く
は
房
総

半
島
を
望
む
眺
望
も
見
逃
す
ま

す
ん
。 

愛
宕
山
は
古
く
は
陣
屋
山
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
豊
臣
秀
吉

か
ら
関
東
一
帯
を
与
え
ら
れ
た

徳
川
家
康
は
、
新
領
地
全
体
の

直
轄
地
経
営
の
た
め
に
各
地
に

陣
屋
を
置
き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ

が
西
浦
賀
町
、
愛
宕
山
の
山
裾
で

あ
り
、
初
代
代
官
の
長
谷
川
七

左
衛
門
長
綱
の 

で
あ
り
、
初
代
代
官
の
長
谷
川

七
左
衛
門
長
綱
の
陣
屋
が
置
か

れ
て
い
た
た
め
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
陣
屋
と
は
、
地
元
支
配
の
た

め
年
貢
を
取
っ
た
り
す
る
役
所

の
出
先
で
す
。 

幕
府
管
領
の
こ
ろ
は
、
山
に
警

鐘
を
吊
る
し
た
小
楼
が
あ
り
、

非
常
事
態
発
生
の
際
は
鐘
を
鳴

ら
し
報
す
て
い
ま
し
た
。
ペ
リ
ー

来
航
の
時
も
大
き
く
鳴
ら
さ
れ

た
よ
う
で
す
。 

愛
宕
山
の
名
は
、
こ
の
山
に

「
愛
宕
神
社
」
が
祭
ら
れ
て
い
た

か
ら
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
「
中

島
三
郎
助
の
招
魂
碑
」建
立
の
た

め
町
の
沢
山
の
人
々
が
公
園
と

し
て
整
備
し
、
町
民
の
憩
い
の
場

所
と
な
り
ま
し
た
。 

公
正
新
聞
社
主
催
、
第
四
回

観
桜
会
（明
治
四
十
二
年
頃
）が

盛
大
に
行
わ
れ
た
様
子
が
加
茂

元
善
氏
が
著
し
た
「浦 

盛
大
に
行
わ
れ
た
様
子
が
加
茂

元
善
氏
の
著
し
た
「浦
賀
志
録
」

に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に

は
、
参
加
者
は
会
費
五
十
銭
を

払
い
、
大
滝
町
に
集
合
。
号
砲
を

合
図
に
音
楽
隊
と
と
も
に
出

発
。
平
坂
、
田
戸
、
海
岸
沿
い
を

大
津
に
、
矢
ノ
津
坂
を
越
え
た

あ
た
り
で
揃
い
の
赤
い
た
す
き
に

赤
い
前
掛
け
姿
の
浦
賀
の
芸
妓

連
が
出
迎
え
、
こ
の
芸
妓
連
の
先

導
で
愛
宕
山
へと
浦
賀
の
町
を
練

り
歩
き
ま
す
。
会
場
の
愛
宕
山

で
は
酒
、
サ
イ
ダ
ー
、
甘
酒
、
お

で
ん
、
桜
団
子
、
寿
司
の
模
擬
店

が
所
す
ま
し
と
並
び
、
大
好
評
の

公
正
宝
探
し
（景
品
は
懐
中
時
計

二
個
等
高
価
な
も
の
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
）
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
浦
賀

の
芸
妓
と
横
須
賀
の
芸
妓
の
対

抗
余
興
合
戦
、
当
時
大
流
行
の

薩
摩
琵
琶
の
演
奏
な
ど
が
行
わ

れ
た
、
と
あ
り
ま
す
。
浦
賀
が
活

気
に
溢
れ
て
い
た
証
で
し
ょ
う
。 

こ
こ
愛
宕
山
に
は
、
「中
島
三

郎
助
招
魂
碑
」（浦
賀
文
化
第
九

号
）
、
「
中
島
君
招
魂
碑
発
起
者

の
碑
」
（
同
第
十
七
号
）
、
「
咸
臨

丸
出
港
の
碑
」（同
十
八 
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愛
宕
山
は
関
東
大
震
災
の
山
崩
れ
で
民
家
七
十
四
戸
、
住
民
百

人
余
り
を
飲
み
込
み
、
山
の
姿
を
変
え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
浦
賀

の
人
々
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
て
い
る
愛
宕
山
と
は
ど
の
よ
う
な
と

こ
ろ
な
の
で
し
ょ
う
。 

 

丸
出
港
の
碑
」（同
十
八
号
）「与

謝
野
鉄
幹
（本
名
・寛
）、
晶
子
歌

碑
」の
石
碑
が
あ
り
ま
す
。
現
在

は
東
浦
賀
の
東
林
寺
に
移
さ
れ

た
「忠
魂
碑
」（同
第
十
三
号
）も

愛
宕
山
に
あ
り
ま
し
た
。 

「与
謝
野
鉄
幹
・晶
子
の
歌
碑
」

は
、
横
須
賀
市
に
よ
る
「横
須
賀

の
“地
”に
ゆ
か
り
の
深
い
文
学
者

百
人
の
碑
建
立
事
業
」
に
基
づ

き
、
中
央
公
園
に
立
つ
岩
野
泡

鳴
「
田
戸
の
海
ぬ
し
」
に
続
く
文

学
碑
第
二
弾
と
し
て
、
昭
和
五

十
七
年
十
一
月
十
二
日
に
除
幕

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
十

年
二
月
に
、
観
音
崎
、
浦
賀
、
久

里
浜
を
同
人
と
吟
行
し
た
時
に

詠
ま
れ
た
句
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
翌
三
月
、
鉄
幹
は
肺
炎
で
亡

く
な
っ
た
た
め
、
鉄
幹
の
生
涯
最

後
の
歌
の
一
つ
と
な
っ 

て
し
ま
い
ま
し
た
。 
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← 中島三郎助招魂碑

の左下、浦賀湾を見下

ろすところに立つ歌碑 

 大理石、高さ 1.9ｍ、 

 幅1.2ｍ、奥行20㎝ 

 台座は根府川石 

参
考
資
料 

浦
賀
志
録
（上
）  

加
茂
元
善
著 

 

浦
賀
案
内
記 

横
須
賀
人
物
往
来
（改
訂
版
） 

私
の
歩
み
が
た
り 

山
本
詔
一
著 

町
か
ど
博
物
誌
⑪ 

 

渡
辺
栄
著 

ふ
る
さ
と
横
須
賀 

 

石
井
昭
著 

 

― 愛宕山 ― 

 

咸
臨
丸
が
浦
賀
を
出
港
し
て
百
五
十
年
と
な

る
今
回
の
咸
臨
丸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
趣
向
を
凝

ら
し
た
企
画
満
載
で
４
月
㏷
（土
）㏸
（日
）、
二

日
間
開
催
で
す
。 

※
場
所:

住
友
重
機
械
工
業
㈱
浦
賀
工
場
と
浦

賀
港
周
辺 

※
イ
ベ
ン
ト
開
催
日 

㏷
㏸:

百
五
十
年
前
の
「歴
史･

文
化
展
示
会
」

「友
好
国
・友
好
市
町
村
交
流
展
示
会
」、
渡

船
「愛
宕
丸
」無
料
乗
船
、
浦
賀
屯
営
跡
の

碑
一
般
公
開
、
浦
賀
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど 

㏷:

式
典
、
浦
賀
史
跡
案
内
、
水
恋
乞
い
レ
ー

ス
、
浦
賀
○×

ク
イ
ズ
、
巡
視
船
乗
船
体
験

航
海
、
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
コ
ン
サ
ー
ト
（レ
ン
ガ
ド
ッ
ク

活
用
イ
ベ
ン
ト
）な
ど 

㏸:

講
演
会
「咸
臨
丸
の
歴
史
」「百
五
十
年
前

の
浦
賀
」、
音
楽
隊
演
奏
会
な
ど 

事
前
申
込
が
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
時

間
、
場
所
な
ど
詳
細
は
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
お
よ

び
咸
臨
丸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局

（浦
賀
行
政
セ
ン
タ
ー
内
）☎
８
４
１-

４
１
５
５
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

関東大震災前の東浦賀から見た愛宕山（浦賀案内記より） 

歌
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
俳
句 

黒
船
を
怖
れ
し
世
な
ど
な
き
ご
と
し 

 

浦
賀
に
見
る
は
す
べ
て
黒
船 

 
 

 
 

 
 

 

寛 

春
寒
し
造
船
所
こ
そ
悲
し
け
れ 

 

浦
賀
の
町
に
黒
き
鞘
懸
（さ
や
け
）
く 

 

晶
子 

 大正四年に発行された『浦賀案内記』に掲載されて

いる愛宕山の全景写真です。関東大震災前の山の姿と

町の様子が良くわかります。右側のひときわ大きな建

物は大黒屋の店舗と蔵で、町並みの様子から当時の浦

賀の隆盛ぶりが偲ばれます。 

一
年
の
始
め
は
一
月
で 

 

あ
る
の
に
、
年
度
の
始
ま

り
は
四
月
。
こ
の
制
度
は
い

つ
か
ら
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な 

ど
な
ど
こ
の
時
期
の
こ
と
で
様
々

な
疑
問
が
生
じ
た
。 

調
べ
て
み
る
と
、
江
戸
時
代
ま
で

は
年
度
と
い
う
区
切
り
は
な
く
、

何
事
も
一
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
浦
賀
奉
行
は
文
政
二

年
（一
八
一
九
）か
ら
二
人
制
に
な

り
、
一
人
は
江
戸
、
一
人
が
浦
賀

に
い
た
が
、
こ
の
交
代
は
三
月
中
に

行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
の
は

じ
め
の
学
校
は
九
月
に
始
ま
っ
て
お

り
、
ア
メ
リ
カ
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
い

た
。
明
治
十
一
年
十
一
月
に
大
蔵

卿
の
大
隈
重
信
が
、
明
治
八
年
七

月
よ
り
、
九
年
六
月
に
至
る
一
周

年
の
歳
出
入
の
決
算
報
告
を
し
た

の
が
、
年
度
の
決
算
の
始
ま
り
と
言

わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
明
治
二
十
二

年
に
国
の
会
計
法
が
改
め
ら
れ
て

か
ら
四
月
が
年
度
の
始
ま
り
と
な

っ
た
と
い
う
こ
と
の
よ
う
だ
。 

今
年
度
も
始
ま
り
ま
す
が
、
地

域
活
性
の
文
化
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
の
浦
賀
文
化
セ
ン
タ
ー
と
「浦
賀

文
化
」
に
よ
ろ
し
く
ご
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。  

 
 

 
 

（山
本
） 

第
十
二
回
咸
臨
丸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 

 

咸
臨
丸
浦
賀
出
港
百
五
十
周
年 
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歴
史 

語
ら
い
座
・浦
賀 

二
十
二 

郷土史家  

山本 詔一 

 

ま
た
、
社
殿
を
焼
失
前
に
建
っ
て
い
た
と
こ
ろ

よ
り
、
「一
丈
四
・五
尺
高
い
場
所
に
」社
殿
を

建
て
た
い
と
奉
行
所
に
許
可
願
い
を
出
し
て

い
ま
す
。 

そ
の
理
由
と
し
て
、
平
地
に
あ
っ
て
は
火
災

な
ど
か
ら
の
災
害
か
ら
社
殿
を
守
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
、
約
四
ｍ
四
、
五
十
㎝
高
く
、

ま
た
明
神
山
の
社
地
を
三
間
ば
か
り
削
っ

て
、
石
垣
を
築
き
、
広
く
し
た
場
所
に
再
建

で
き
る
よ
う
に
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
世
の
中
の
状
況
が
悪
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
、
思
う
よ
う
に
再
建
資
金
が
集
ま

り
ま
す
ん
。 

そ
こ
で
、
再
建
の
賛
助
金
を
浦
賀
湊
に
入

津
す
る
船
か
ら
徴
収
す
る
手
段
に
で
ま
し

た
。
船
か
ら
お
金
な
ど
を
取
る
と
き
に
は
浦

賀
奉
行
所
の
許
可
が
必
要
で
し
た
。
東
浦
賀

村
で
は
天
明
六
年
一
月
か
ら
八
年
十
二
月
ま

で
の
三
年
間
の
許
可
願
い
を
奉
行
所
に
出
し

ま
し
た
。
こ
の
結
果
の
記
録
が
あ
り
ま
す
ん

が
、
奉
行
所
も
東
浦
賀
か
ら
の
願
い
で
は
聞

か
ぬ
訳
に
は
い
か
な
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。 浦

賀
へ
入
津
す
る
船
に
対
し
て
、
寺
社
が

当
時
の
言
葉
で
は
「勧
化
」「勧
進
」、
現
代
的

に
言
え
ば
「カ
ン
パ
」活
動
を
す
る
こ
と
は
数

多
く
み
ら
れ
、
遠
く
は
江
ノ
島
の
三
つ
の
寺

社
が
幕
府
を
動
か
し
て
、
や
っ
た
例
な
ど
が

み
ら
れ
ま
す
。 

船
か
ら
お
金
等
を
徴
収
す
る
の
は
、
船
改

め
を
す
る
廻
船
問
屋
で
あ
り
、
問
屋
も
自
分

た
ち
の
町
の
問
題
で
あ
れ
ば
積
極
的
に
動
き

ま
す
が
、
よ
そ
の
地
域
の
こ
と
で
あ
る
と
渋
い

顔
を
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

東
叶
明
神
の
再

建
は
、
以
後
記
録

が
な
く
、
ど
の
よ

う
な
展
開
に
な
っ

た
か
は
不
明
で
す

が
、
無
事
に
目
的

額
が
集
ま
っ
た
こ

と
は
想
像
で
き
ま

す
。 

 西
浦
賀
か
ら
見
た
東
叶
神
社 
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ヤ
タ
イ
ヤ
シ
（
コ
コ
ス
ヤ
シ
） 

浦賀の植物 

大
前 

悦
宏 

神
奈
川
県
植
物
誌 

調
査
会
会
員 

山
々
で
野
生
化
し
て
い
ま
す
。
三

浦
半
島
の
山
も
例
外
で
は
あ
り

ま
す
ん
。
ヤ
タ
イ
ヤ
シ
の
原
産
地

は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
東
北
部
、
パ
ラ

グ
ア
イ
、
ウ
ル
グ
ア
イ
北
部
、
ブ

ラ
ジ
ル
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
幹

は
高
さ
六
ｍ
、
径
は
四
十
五
㎝
に

も
な
り
ま
す
が
、
幼
木
は
と
く

に
優
雅
さ
が
あ
り
鉢
植
え
の
人

気
は
抜
群
と
の
こ
と
。
葉
は
羽
状

葉
で
大
き
く
約
二
、
五
ｍ
に
も
な

り
、
そ
り
か
え
り
葉
裏
は
青
白

緑
色
で
、
全
体
が
白
っ
ぽ
く
見
え

る
の
で
他
の
ヤ
シ
類
と
判
別
で
き

ま
す
。
小
葉
は
規
則
的
に
な
ら

び
、
長
く
た
れ
さ
が
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
ヤ
シ
は
マ
イ
ナ
ス
七
℃

ま
で
は
生
育
が
可
能
と
さ
れ
温

暖
な
こ
の
地
に
は
適
し
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
す
ん
。
ひ
と
つ
ひ
と

つ
の
黄
色
い
小
さ
な
花
が
沢
山
集

ま
っ
た
約
九
〇
㎝
の
肉
穂
花
序

を
葉
の
わ
き
か
ら
出
し
、
枝
の
上

部
に
雄
花
（お
し
べ
六
）、
基
部
に

雌
花
（
め
し
べ
一
柱
頭
三
）
か
ら

な
っ
て
い
ま
す
。
初
夏
の
こ
ろ
鈴

な
り
の
開
花
は
見
ご
た
え
が
あ

り
ま
す
。 

笑
話
一
題 

市制 100周年記念咸臨丸フェスティバル 

 

歴
史
講
座
「中
島
三
郎
助
と
浦
賀
奉
行
所
」を
昨
年
十
一

月
二
十
五
日
～
十
二
月
二
十
三
日
の
水
曜
日
、
全
五
回
開

講
し
ま
し
た
。
多
数
の
皆
様
に
ご
応
募
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
二
月
六
日
～
二
十
一
日
ま
で
「咸
臨
丸
と
浦
賀
」

（万
延
元
年
遣
米
使
節
百
五
十
周
年
）

を
テ
ー
マ
に
特
別
展
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
ち
ら
も
多
数
の
皆
様
の
ご
来
館

に
関
係
者
一
同
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

今
後
も
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
ら

れ
る
企
画
を
計
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

    

天
明
四
年
（一
七
八
四
）十
二
月
、
東
浦

賀
は
大
火
に
み
ま
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
火
事

は
鎮
守
・
叶
明
神
の
社
殿
ま
で
も
が
全
焼

す
る
ほ
ど
の
大
き
な
災
害
で
し
た
。 

天
明
と
年
号
を
変
え
て
か
ら
日
本
の
国

は
天
変
地
異
が
続
き
、
二
年
に
東
北
地
方

で
始
ま
っ
た
冷
害
に
よ
る
凶
作
、
三
年
に
は

浅
間
山
の
噴
火
と
降
灰
に
よ
る
作
物
が
で

き
な
い
地
域
が
あ
り
、
浦
賀
で
は
降
灰
が

な
か
っ
た
も
の
の
作
物
が
出
来
ず
、
年
貢
の

減
免
を
願
い
出
て
い
る
ほ
ど
で
す
。 

東
叶
明
神
の
社
殿
再
建
を
検
討
し
始
め

た
天
明
五
年
は
、
浦
賀
で
も
日
照
り
が
続

き
、
雨
乞
い
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
ま
た
し

て
も
作
物
の
出
来
が
悪
く
、
ま
た
年
貢
の

減
免
を
願
い
出
て
い
ま
す
。 

当
時
の
浦
賀
は
定
免
（じ
ょ
う
め
ん
）と

い
っ
て
、
作
物
の
出
来
具
合
が
よ
く
て
も
、

悪
く
て
も
一
定
期
間
同
じ
率
で
年
貢
を
支

払
う
方
法
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
年
は
検
見
取
り
に
し
て
欲
し
い
の
で
、

作
柄
を
見
に
来
て
ほ
し
い
と
い
っ
て
い
ま

す
。
検
見
取
り
と
は
、
毎
年
そ
の
土
地
へ役

人
を
派
遣
し
、
作
柄
を
見
て
年
貢
の
率
を

決
め
る
方
法
を
い
い
、
安
定
し
た
収
穫
が
得

ら
れ
て
い
る
時
は
定
免
が
よ
く
、
不
作
の
時

は
検
見
が
よ
ろ
こ
ば
れ
ま
し
た
。 

 

東
浦
賀
村
の
よ
う
に
、
き
わ
め
て
農
業
依

存
率
が
低
い
村
で
も
、
江
戸
時
代
を
通
し

て
、
も
っ
と
も
基
本
的
な
納
税
対
象
で
あ
っ

た
農
作
物
（米
作
）に
関
わ
る
こ
と
に
な
る

と
神
経
を
と
が
ら
す
て
い
た
こ
と
が
よ
く

わ
か
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
の
再
建
で
あ
っ

た
の
で
、
村
の
中
で
相
談
の
結
果
、
軽
造
営

と
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
「軽
造
営
」

と
い
う
の
が
、
ど
の
程
度
の
建
物
を
建
て
る

こ
と
な
の
か
よ
く
わ
か
り
ま
す
ん
。 

（ヤシ科 ） 

果
実
は
完
熟
し
す
ぎ
た
す
い
か

尐
し
酸
味
が
あ
り
ま
し
た
。
一
つ 

食
べ
る
と
あ
と
を
ひ
き
ま
す
よ

(

笑)

。 

ヤ
シ
と
い
え
ば
日
本
で
は
代
表

的
な
コ
コ
ヤ
シ
を
指
し
ま
す
が
、

な
ん
と
い
っ
て
も
島
崎
藤
村
作

詞
、
大
中
寅
二
作
曲
の
「椰
子
の

実
」の
歌
で
し
ょ
う
。
「名
も
知
ら

ぬ
遠
き
島
よ
り
流
れ
寄
る
椰
子

の
実
ひ
と
つ
」ラ
ジ
オ
・レ
コ
ー
ド

か
ら
流
れ
て
く
る
東
海
林
太
郎

や
二
葉
あ
き
子
の
美
声
。
私
の

生
ま
れ
る
三
年
前
、
昭
和
十
一

年
国
民
歌
謡
と
し
て
歌
わ
れ
た

時
期
は
日
本
の
中
国
侵
攻
が
始

ま
り
、
さ
ら
に
南
方
に
進
出
が

計
画
さ
れ
た
時
で
あ
り
、
文
化

政
策
と
し
て
政
府
当
局
は
国
民

の
意
識
を
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
へ

の
興
味
関
心
と
強
い
憧
憬
・ロ
マ
ン 

 
 

 

を
助
長
す

る
の
に
プ

ラ
ス
と
考

え
て
い
た

と
し
て
も

不
思
議
で

は
な
い
と

思

い

ま

す
。 

―
盛
況
で
し
た
歴
史
講
座
と
特
別
展
― 

実が美味の浦賀駅前のヤタイヤシ

 

京
急
浦
賀
駅 

下
の
ロ
ー
タ
リ
ー

に
ヤ
シ
類
の
一
種 

ヤ
タ
イ
ヤ
シ
が
三
本
あ
り
ま
す
。

た
し
か
こ
れ
は
十
数
年
前
に
植

栽
さ
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
元

気
良
く
順
調
に
生
育
し
、
こ
こ
数

年
花
も
咲
き
、
食
べ
ら
れ
る
果
実

も
た
く
さ
ん
実
っ
て
い
ま
す
。
ほ

か
に
も
光
洋
小
学
校
の
朝
礼
台

そ
ば
に
小
さ
い
の
が
一
本
、
馬
堀

小
学
校
の
前
の
団
地
の
庭
に
結
構

大
き
く
育
っ
た
三
本
、
観
音
崎
ボ

ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
あ
た
り
に
二
本

が
見
ら
れ
ま
す
。
ヤ
シ
類
は
落
葉

性
の
も
の
は
な
く
、
み
ん
な
常
緑

樹
・木
生
（も
く
す
い
）の
単
子
葉

植
物(

子
葉
が
一
個
現
れ
る)

で
、

熱
帯
か
ら
亜
熱
帯
地
域(

湿
潤
地

を
中
心)

に
分
布
し
、
二
百
属
、

約
二
千
六
百
八
十
種
あ
り
ま

す
。
日
本
の
自
生
種
は
西
南
日

本
の
沿
岸
域
や
島
な
ど
小
笠
原

に
六
属
六
種
し
か
見
ら
れ
ま
す

ん
。
神
奈
川
県
内
に
は
栽
培
さ

れ
た
シ
ュ
ロ
が
見
ら
れ
、
鳥
な
ど

に
よ
り
種
子
が
運
ば
れ
方
々
の

山
々
で 

り
ま
す
。
果
実
は
秋
か
ら
初
冬

に
か
け
て
熟
し
、
暗
黄
～
燈
色

ま
た
は
赤
み
の
あ
る
茜
色
を
し

て
い
て
甘
酸
っ
ぱ
い
香
り
が
し

ま
す
。
お
お
よ
そ
長
さ
は
三
・

五
㎝
、
径
二
㎝
の
大
き
さ
に
な

り
ま
す
。
梅
の
果
実
ぐ
ら
い
で

し
ょ
う
か
。
独
特
の
味
、
香
り
、

甘
さ
が
あ
り
ま
す
。
人
に
よ

り
、
び
わ
の
に
お
い
・
パ
パ
イ
ヤ

の
に
お
い
・
梅
酒
の
に
お
い
と

様
々
な
反
応
・感
じ
方
が
あ
り

ま
す
。
浦
賀
駅
の
も
の
を
去
年

の
十
一
月
こ
ろ
食
べ
た
時
は
と

て
も
甘
み
が
あ
り
、
お
い
し
か

っ
た
の
で
す
が
時
期
に
も
よ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
今
年
一
月
の

果
実 

 

昭和三十年頃の小学校六年生の 

国語の教科書に「咸臨丸」という詩が 

載っていた。 

『日本はながいゆめを見ていた 三 

百年もの長いゆめだった』で始まり、 

『咸臨丸は新しい道を開いた  その 

道から日本にさわやかな夜明けが来た』で終

わるやや長文の詩だ。この教科書をご存知の

方いらっしゃいますか？ 

宇野光雄「語前 語後」で見つけた話。武蔵

野市で美術教師をしていた若き日の著者は、

ある日代理で国語の授業の教壇に立ったとき、

この詩に出合った。生徒と一緒にこの詩を読ん

だ著者はおおいに感激し、ぼーっとなったと書

いている。 

4月24、25日に浦賀で咸臨丸フェスティバル

が行われる。どんな感動に会えるでしょうか。 

 

 

 
ヤタイヤシの実と種（1月22日採取） 

特別展で展示された咸臨丸内部解剖図 

講
座
の
様
子 

東
叶
神
社
再
建 

 

 


